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analysis of hair. International Primatological Society 
XXIII Congress (2011/09/17, Kyoto). 
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講演 
1) 川本芳 (2010 年 06 月 24 日) 「ニホンザルをめぐ
る外来種問題」. 千葉県放射線医学研究所セミナ
ー 千葉市． 
2) 川本芳 (2010 年 09 月 25 日) 「ブータンのサルと
人」. 京都大学霊長類研究所東京公開講座 日本
科学未来館(東京)． 
3) 川本芳 (2010 年 10 月 07 日) 「アンデスにおける





4) 川本芳 (2010 年 10 月 10 日) 「厩猿の DNA 奥州
市で再発見された骨の分析結果」. 厩猿講演会 
前沢ふれあいセンター(奥州市)． 




6) 川本芳 (2010年 11月 28日) 「サルのいる風景 ア
ジアの野外調査から」. プリマーテス研究会 日
本モンキーセンター(犬山市)． 
7) 川本芳 (2010 年 12 月 04 日) 「ブータンの家畜に
みる移牧とミタンの遺伝学的研究」. 総合地球環
境学研究所研究会 京都市． 
8) 田中洋之 (2010/01/28) ミツバチの種・系統・生
物地理とスラウェシ島のミツバチ. 平成 22 年度
尾北養蜂組合総会 春日井市． 
9) 川本芳 (2011 年 01 月 16 日) 「ブータンのネコと
ウシ」. 吉田泉殿・自然学セミナー第 10 回 京都
市． 
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micro CT による撮像データを用いて, 四肢骨の内






































関係を検討した．  哺乳類相には , ヤマアラシ属
（Hystrix）, 食肉類（Agriotherium, Amphicyon,マング
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講演 
1) Takai M (2010/02/19) Faunal transition in S Asia 
during later Neogene Lecture and workshop at 
Postgraduate Institute for Archaeological Studies, Sri 
Lanka. Colombo, Sri Lanka. 
2) Takai, M (2010/12/02) “Evolutionary history of the 
Neogene fossil primates in Asia”International Master 
in Quaternary and Prehistory in Quaternary and 
 －40－ 
Prehistory, QP 11 Module “Quaternary and 
Prehistory of southeast Asia. - Paris, France． 
3) 西村剛 (2010/02) サルの進化、ヒトの進化. 第 6
回生体工学と流体工学に関するシンポジウム . 
金沢． 
4) 高井正成  (2010/06/12-13) パゴーダの国でサル
の化石を探して. 日本古生物学会学術賞受賞記
























渡邊邦夫 (教授), 半谷吾郎 (准教授), 橋本千絵
(助教), 松田一希 (非常勤研究員), 松原幹, 郷も
え, Andrew J. J. MacIntosh (教務補佐員), Rizaldi, 
張鵬, Cedric Suer (学振外国人特別研究者), 大谷




渡邊邦夫, 半谷吾郎, 松原幹, Rizaldi, 張鵬, 松岡絵里
子, 澤田晶子, 大谷洋介 
人為的影響の少ない環境にすむ, 野生のニホンザ
ルが, 自然環境から受ける影響に着目しながら,個体







を行って, 人口学的資料を集めた． この資料を基に, 
ヒトリザルの密度と,  その地域変異・地理変異につ
いて分析した． 
幸島では,コドモの社会関係に影響する要因につい
て研究を行った． 
霊長類研究所の放飼場のニホンザルと京都市嵐山
の餌付けニホンザルを対象に, ニホンザルが社会生
活を送る上で重要な攻撃行動に際しての調整や転嫁, 
援助を求める行動などの発達について研究を行なっ
た． 小豆島のニホンザルの社会交渉についての研究
を行った．  
 
B) ニホンザルの消化能力の研究 
澤田晶子, 半谷吾郎 
飼育個体を対象に, 消化率と食物の消化管通過時
間についての実験的研究を行った． 
 
C) ニホンザルの個体群管理 
渡邊邦夫, 江成広斗, 
多様な観点からニホンザルによる農作物被害の問
題解決を図るため, 農作物被害を起こしているニホ
ンザルの食性や土地利用に影響を与える要因の分析, 
有効な被害管理手法の開発,猿害についての社会学的
研究などを, 青森県白神山地で行った． 
 
D) 野生チンパンジーとボノボの研究 
橋本千絵 
ウガンダ共和国カリンズ森林, コンゴ民主共和国
ワンバ地区で, それぞれチンパンジーとボノボの社
会学的・生態学的研究を行った． チンパンジーの遊
動や行動のデータをとるとともに, 定量的な植生調
査や果実量調査を平行して行い, チンパンジーの行
動や社会関係が環境からどのような影響を受けてい
るかという点に注目して, 研究を行っている． 
